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発表内容  福井県内の広い範囲においてマダニの紅斑熱群リケッチア（spotted 

fever group rickettsiae：SFGR）保有状況を調査した。マダニ相は地域に

より異なるものの、3 属 9 種計 194 個体が得られた。このうち、生菌分離

ではヒトツトゲマダニ（Im）は 2ヶ所の計 2/5、およびヤマトマダニ（Io）

とフタトゲチマダニ（Hl）は異なる地点のそれぞれ 1/13 と 5/10 から SFGR

が分離された。同定の結果 Im 由来株は Rickettsia helvetica、Io 由来株

は Rickettsia asiatica および Hl 由来の供試した 2 株は Rickettsia 

japonica（Rj）近縁種の R. sp. Lon type と 100％一致した。中部以北で

は、南西日本に多発する日本紅斑熱（Rj 起因）が見られないものの、紅斑

熱群症例が潜在し得ることに留意すべきである。 

 

 
 

 

 

 


